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今月のトピックス 

第４回図書館コンサートおよび「もくもく座」公演 開催のお知らせ 

 

 

 

 

コンサートおよび「もくもく座」公演をご覧いただくには、それぞれの整理券が必要です。 

整理券は 10／1８（土）より配布いたします。お１人様につき各２枚まで。 

それぞれ別の列形成となりますので、両方の整理券を希望する方は並び直しをお願いします。 

＊各公演についての詳細は、配布中のチラシをご覧ください。 

企画展示 

与謝野晶子と白蓮の短歌展 

（好評開催中・１１／３まで） 

 今年６月、津島市内の「まのや」（津島神社

近くの洋食店）で、与謝野晶子の短歌５首、白

蓮の短歌７首が発見され、大きく報道されまし

た。 

 近代日本を代表する女流歌人の貴重な作品

を特別に借用し、展示しております。作品の内

容や筆遣いなど、どうぞ間近でご覧ください。 

※手に取ってご覧頂けるよう、作品のレプリカ

も用意しております。 

企画展示 

はハ歯のえほんてん 

（好評開催中） 

 津島歯科よりお借りした、歯に関する絵本

を中心とした絵本展です。 

 一度は見たことがあるであろう『はははの

はなし』（かこさとし）から、歯科医師：岡

田直治氏によるオリジナル絵本『もぐらのも

ぐとめぐ』まで、たのしく“歯”について学

べる本を集めました。 

 また今回、岡田氏からお借りした原画も展

示いたしますので、どうぞご覧ください。 

秋の草ものミニ盆栽展・体験教室 

 盆栽の作り方を学びながら、実際にミニ盆栽を作ってみませんか。 

 完成した作品はお持ち帰りできます。 

日時：１０月１９日（日） 午後２時～４時  場所：図書館２階大集会室 

講師：加藤哲雄氏（草遊会）  定員：３０名 

10／４（土）より、図書館２階事務室にて申し込みの受付をいたします。 

その際、材料費として５００円をご用意ください。 

 蔵書点検中の恒例行事となりました図書館

コンサート。今年は、和楽器によるハーモニ

ーをお楽しみください。 

日時：１１月２３日（日） 

午後２時～３時半  定員：７０名 

 日本版のシンデレラとも言われる昔話「う

ばかわ」。甚目寺説教源氏節「もくもく座」に

よる人形劇をお楽しみください。 

日時：１１月２３日（日） 

午前１０時半～１２時  定員：５０名 



  
新 着 図 書 

『午前０時のラジオ局』  村山仁志／著 ＰＨＰ研究所 Ｂ913.6 ム 

 

ベストリーダー 

 先月ご利用の多かった本をご紹介します 

図書館のホームページをご利用ください 
本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索のほか、予約や利用状況の確認もできます。キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

１０月の休館日 

 ２８日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『ひとつひとつ。少しずつ。』鈴木明子/著 

 

『島の猫』岩合光昭/写真・文 

『すべての神様の十月』小路幸也/著 

『初恋は坂道の先へ』藤石波矢/著 

『銀翼のイカロス』池井戸潤/著 

『Google スマートに使いこなす基本＆活用ワザ１８０』渥美祐輔/著 

『ダーリンは外国人 ベルリンにお引越し』小栗左多里/著 

 

『私がデビューしたころ』東京創元社編集部/編 

『白蓮れんれん』林真理子/著 

『ホイル＆ラップで包んで作るかんたんすぎる 

    おいしいおかず１００レシピ！！』神野佳奈子/監修 

 

← 昨シーズンをもって現役を引退した鈴木選手が、自身のスケート人生を振り返る。 

← 日本各地の島で暮らす猫たちを撮影した写真集。 

← 神様はこんなにも人間らしい――日常のすぐ傍にいる神様のお話。 

←『ダ・ヴィンチ』読者と書店員が選んだ、「本の物語」大賞受賞作。 

← 半沢直樹シリーズ最新作。今作で半沢が戦う相手は……  

← 仕事で、オフで、便利なグーグル活用術。 

 

← 今度は私も「外国人」！ トニーとさおりとトニーニョのベルリン移住編。 

← ミステリ作家５１人が、自分のデビューを振り返る。 

← 朝ドラと短冊を契機に、当館でも白蓮関連本に注目が集まっています。 

← ホイルやラップで包んで焼くだけ！ お手軽レシピ集。 

 地方のラテ局（ラジオとテレビの兼営局）に勤めている、新人アナウン

サーの鴨川優。入社２年目の春、敏腕 Ｄ
ディレクター

に抜擢され、テレビからラジオ

へ異動になり、本社から離れた丘の上に立つラジオ局へやってきた。 

 元は銀行だったという、レトロモダンな洋館ラジオ局。けれどそこには

「幽霊が出るらしい」との噂が。 

 優が担当するのは、平日深夜０時からの帯番組。その準備中、突然の豪

雨で孤立した集落へ、災害情報を伝える大役を任されることになり…… 


